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若狭湾における営巣ハヤブサの狩猟行動と給餌行動
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はじめに

本州日本海側地域は，国内では北海道や三陸海岸についでハヤブサFtzjcope｢egr加ｕｓ
の有数の繁殖地域となっており，とくに，山陰から北陸地方にかけては多くの営巣地が知

られている（米川1987)．日本海ワシタカ研究会の会員の中にも，これらの地域でハヤブ

サの調査を行なっている者が多いが（たとえば，松村1990)，一人または少人数ではまと

まったデータを得にくいのがワシタカ調査の常である．海外ではハヤブサについての多く

の知見が得られているにもかかわらず（たとえば，Ratcliffl980，Ｃａｄｅｅｔａ1.1988,

Palmerl988)，国内では生活史の断片的・定性的な観察報告があるにすぎない（宮崎

1987，米川1987)．我々 は当会会員が調査してきた若狭湾沿岸に営巣するハヤブサを材料

とし，調査目的を限定した短期集中型の合同調査を行なった．特定の１ペアについての結

果ではあるが，巣内育雛後期のハヤブサの狩猟行動と給餌行動についての定量的な結果を

得たのでここに報告する．

調査方法

調査したペアの営巣地は，海に突き出した断崖（海抜約65ｍ）にあった．巣はオーバー

ハングのある南向きの岩棚（約50ｍ）に架けられていた．付近の岩礁地帯は，時期を問わ

ず釣人が多い．調査時の巣内には，暗色の羽根が少しみえはじめたヒナ（３～４週齢）が

4羽いた．ペアの雌雄は大きさと色彩で個体識別した．雌は雄に比べて大きく，胸部全面

に斑紋が多くあり，ロウ膜と足指の黄色味が薄かった．

1990年５月12日（５:40-19:００)～13日（６:40-16:10）の２日間にわたり現地調査を

行なった．両日とも終日観察の予定であったが，１３日は濃霧ともやのため短縮した．予備

調査により，この時期は主として渡り鳥の群れを営巣地の周辺海域で襲うことが判明して

いた．このため調査定点は巣内の様子を観察するための巣の真向いの定点（巣からの距離

130ｍ）のほか，３方面の海上を見渡すため営巣地の南西（1,800ｍ）・東（200ｍ）・南東

(500ｍ）の計４定点（７名）を設けた．各定点は，トランシーバをもちいての連けい観察

により，ハヤブサと狙われた烏の行動を詳細に記録した．また，付近を通過する渡り鳥の

群れの種類・個体数なども観察した．なお，データの統計的解析は，１試料および２試料

1990年10月10日受理

１．日本海ワシタカ研究会（〒92O金沢市丸の内１－ｌ金沢大学理学部生態学研究室内）

２．金沢大学大学院自然科学研究科生命科学専攻環境生物学講座



2３（26）

5６（63）

1０（11）

x2検定と分散分析法によった．

結果および考察

１．狩猟行動

観察された25回（12日16回，１３日９回）の狩猟行動のうち，狩りの成功が17回（12日９

回，１３日８回)，失敗が２回，不明が７回であった．狩猟行動は，１）とまり場所での狩猟

対象鳥類（の飛行）の探索，２）狩猟対象の発見から接近，３）狩猟対象への突入と捕獲，

4）貯蔵または調理場所への穫物運搬の，４つの過程に分けられた．

１)とまり場所

巣の周辺（巣内と貯蔵場所を除く）で，雌40,雄47,不明２の計89回のとまり行動が観

察された（表１)．調査定点より死角または遠方のためとまり場所が不明の場合もあった

が，とまりの確認できたこれらの場所は巣より300ｍ以内の地点であった（図１)．これは，

とまり行動の機能が餌の探索だけでなく，巣内のヒナの監視・保護も兼ねていたためと考

えられる．とまり場所の57％は，巣場所に最も近く海に突き出した尾根上のクロマツ

P伽ustﾉbu凡6e卿jの枯れ木や枝であった．この尾根上の海抜50～150ｍの範囲内に生えて

いる11本の高木はすべてクロマツであった．これらのうち，完全またはほとんど枯れたマ

ツは３本のみであり，ハヤブサは枯れマツに有意に多く（76％，〃＝49,ｘ２＝9.41,Ｐ＝

0.002）とまっていた．とまり場所選択では，雄の方が雌よりも枯れマツに有意に多くと

まっていた（Ｘ２＝7.46,Ｐ＝0.006）が，地形（Ｘ２＝0.11,Ｐ＝0.742）と標高（Ｘ２＝

1.91,Ｐ＝0.385）には有意な雌雄差はなかった．尾根上（76％）や枯れマツ（63％）に

とまることが多かったのは，葉のある枝に比べてこれらの場所は広い範囲の展望がきき，

海上を飛ぶ鳥を発見しやすいためと考えられる．

表１．若狭湾における営巣ハヤブサのとまり場所選択．

Table１．PerchsiteselectionofanestingpairofPeregrineFalconsintheWakasａＢａｙｏｆ

ｔｈｅＪａｐａｎＳｅａｄｕｒｉｎｇｌ２－１３Mayl990．
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図１．ハヤブサの採食行動圏と生息地利用．

Ｆｉｇ．１．ForagingrangeandhabitatuseofPeregrineFalcons．

Ｎ：巣Nest，●：止まり場Perch，★：捕食場所Capture，▲：貯食場所Cache．

２)攻撃目標

攻撃目標となった烏種（群れの数）と観察例数は，ヒヨドリHypsjpetesamaurotjs

（１～150羽）１９例，ドバトCoJum6α〃Ｕｊａｖａｒ,domestjca（１～２羽）３例，種不明３例

であった（表２)．攻撃時刻は午前中に有意に偏っていた（Ｘ２＝25.0,Ｐ＜0.001,図

２)．国外の多くの地域でも，午前中に狩猟が多くみられている（Palmerl988：370)．攻

撃開始時，一直線に目標に向かう羽ばたき飛行がみられ，その方位は９時以前にはハヤブ

サからみて目標が逆光となる東方に偏り，９時以降には順光となる北方に偏っており，有

意差があった（ｘ２＝8.18,Ｐ＝０．０４３，図３)．獲物の見定めやすさや獲物からの気づか

れにくさが関連していると思われたが，狩猟対象となる烏種の渡りの時刻とコースについ

てのデータが十分得られなかったため（ハヤブサの攻撃行動なしでは，沖を通過する群れ

を確認できなかった)，今回は議論できない．攻撃行動を行なうハヤブサが飛期していた

範囲（狩猟行動圏）は5.6kｍ2であった（図１)．

なお，１２日16時54分には，ハヤブサの巣より400ｍ付近で集まって飛んでいたハシプト

ガラスCbruusmacrorﾉｉｙ凡cﾉｉｏｓ４羽に対する攻撃が観察された．このうち２羽のカラスに

対して，それぞれ１回ずつ体当たり攻撃した．体当たりされたカラスの１羽はマツの樹冠

に逃げこみ，もう１羽は地面に落下したのち鳴きながら飛び去った．これらの攻撃は巣の

防衛目的の可能性が高いため，今回の狩猟行動には含めなかった．

３)捕獲行動

ハヤブサの狩猟行動の概要を表２に示した．１羽単独で攻撃する単独狩猟14例と，ペア

の２羽がともに攻撃する協同狩猟11例が観察された．単独狩猟の頻度に雌雄差はなかった

(Ｘ２＝1.13,Ｐ＝0.289)．協同狩猟は，雌雄のペアが１つの攻撃目標を交互に攻撃するぺ
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図２．ハヤブサの狩猟行動の日周変化．

Ｆｉｇ．２．DailyactivitypatternofforagingattemptandsuccessofPeregrineFalcon．

ァ狩猟10例と，雌雄が攻撃目標群内のそれぞれ別の個体を攻撃する並行狩猟１例が観察さ

れた．捕獲方法では，空中で餌を直接捕獲または急降下（急上昇）蹴り落とし攻撃により

落下中の餌を空中でつかむ空中捕獲８例と，海面にいったん蹴り落とした餌を拾い上げる

海面捕獲５例が観察された．捕獲地点は海上だったため，位置と距離にはかなりの推定誤

差があると考えられるが，判明した15地点は巣から300～2,100ｍの範囲であった（図１）．

沿岸で営巣するハヤブサは，しばしば巣から数100ｍの範囲で餌を捕るとされている

(Ratcliffl980：168)．今回も捕獲の73％は１ｋｍ以内で観察された．餌の82％はヒヨドリ

であった．捕獲成功時の攻撃高度の47％は，海面から５ｍ程度までの低空であった．これ

Ａｔｔｅｍｐ

Ｗ ＥＷ
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Ｓ Ｓ

図３．ハヤブサの狩猟方位と時間帯．

Ｆｉｇ．３．DirectionalshiftsofPeregrineFalconforaging．
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Iま攻撃対象種がハヤブサに狙われると海面すれすれまで高度を下げて飛行したためと考え

られる．捕獲が成功した場合，攻撃回数と攻撃時間に有意な雌雄差はなかった（Ｆ＝1.85,

Ｐ＝0.223；Ｆ＝0.02,Ｐ＝0.898)．

表２．ハヤブサの雌雄による狩猟行動の概要．

Table２．ForagingperformanceoffemaleandmalePeregrineFalcons．

１
１
１

岨
３
４

Ⅲ
に
Ⅲ

捕食鳥Performer狩猟行動の概要

Foragingcharacteristics

Frequenｃｙ凡

合計

Total

２
１
１

雌

Ｆｅｍａｌｅ

雄

Ｍａｌｅ

不明

Ｕｎｋｎｏｗｎ

８
３
６

捕食過程Huntingprocess

攻撃開始Firstattack l2

攻撃成功Ｓｈｏｏｔ ｌｌ

捕痩Capture ９

攻撃成功Shoots［攻撃試行attemptedforagingbouts］

単独狩猟Ｓｏｌｏhunting ６［９］

ペア狩猟Pairhunting l［８］

並行狩猟Dualhunting l［１］

捕獲獲物Huntedprey［攻撃痩物attempts］

ヒヨドリBrown-earedBulbullO［12］

ドバトDomesticPigion O［１］

不明Ｕｎｋｎｏｗｎ ｌ［１］

攻撃成功高度Ｈeight(a.ｓ､1.）ｏｆｓｈｏｏｔｓ

Ｏ－５ｍ ５

５－１０ｍ ２

１０－３０ｍ ５

狩猟方法Shootandcapturemethod

空中捕獲Aerialcatch ５

海面捕極Seasurfacecatch ５

８
５
８

５
１
０

2５

１７

１７

３［３］
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１［２］

０［０］

９［14］

６［１０］

２［１］

３［６］

２［２］

Ｏ［Ｏ］

平均±標準偏差

Mean±SＤ（凡）

皿
２
１

単独狩猟Ｓｏｌｏｈｕｎｔ

雌Ｆｅｍａｌｅ 雄Ｍａｌｅ

１
０
０

協同狩猟

Cooperativeh．

３
０

０
０

８
５

狩猟行動１回当りの攻撃回数

No.ofattacksper［成功success］

huntingbout ［失敗failure］

狸物発見から攻撃終了までの時間（秒）

Ｔｉｍｅ(sec,）fromdetection［成功success］

untilfinalattack［失敗failure］

狸物の群れの大きさ

Flocksizeofattemptedprey

1.8±1.0（６）４．０±4.2（２）３．６±2.0（７）

０．５±0.7（２）

61±4９（２）１０６±4７（６）57±2５（６）

49±4７（２）

27±5３（10）１．３±0.6（３）２２±4８（９）



親鳥の世話Parentalcare

Ｐａｌｍｅｒ（1988：368）は，協同狩猟の方が単独狩猟よりも効率がよいと述べているが，

攻撃時間の有意差（Ｆ＝5.68,Ｐ＝0.035）を除き，狩猟成功率（ｘ２＜０．０１，ｐ＝

1.000)，攻撃回数（Ｆ＝1.39,Ｐ＝0.260)，攻撃対象の群れ数（Ｆ＜0.01,Ｐ＝0.960）

のいずれにも有意差はなかった．このように両狩猟方法の間に大きな違いはなかった．し

かし，ペア狩猟において攻撃と捕獲個体が別個体であった３例は，すべて雌による体当た

り攻撃と雄による海面捕獲の組合せであった．また，１２日９時51分には，雄がヒヨドリを

捕獲して巣方向へ戻る途中（巣から500ｍ)，攻撃してきたハシブトガラス１羽を振切って

巣付近に戻ってきた．したがって，ペア狩猟には他の捕食者による餌の強奪を防ぐ機能が

あるのかもしれない．

４)貯蔵行動

捕獲された餌が巣へ直接運搬されることはなかった．ハヤブサの貯蔵行動は，とくに繁

殖期にはふつうに行なわれるが（Palmerl988：357)，今回も３か所の貯蔵場所が特定で

きた（図１)．親鳥がとまり場所で調理や採食した場合を除けば，巣より300ｍ以内の岩棚

にある貯蔵場所へ餌はすべて運搬された．貯蔵場所では羽根をむしるなどの調理行動も観

察されたが，定点より観察困難な場所であったので，詳細は観察できなかった．巣の南西

に位置する場所が最も頻繁にもちいられていたが，上述の理由により捕獲された餌と巣へ

運搬された餌（後述）の対応は判明しなかった．

２．給餌行動

観察された19回（12日14回，１３日５回）の親鳥の滞巣と給餌行動の概要を表３に示した．

搬入された餌は13個体で，捕獲された餌の17個体と大差なかった．しかし，搬入時刻は捕

獲時刻と有意に異なり（Ｘ２＝22.68,Ｐ＜0.001)，６９％は午後であった（図４）．滞巣時

間は，累計時間では雌の方が雄よりも長かったが，平均時間では有意差はなかった（Ｆ＝

0.87,Ｐ＝0.365)．ヒナヘの給餌は雌雄ともにほぼ同数行なっていた．雌または雄単独で

搬入された11個体の餌のうち，９例は搬入個体がヒナに口移しで給餌していた．雌雄がほ

ぼ同時に入巣した例では，雌が餌を搬入し飛び去った後に入巣した雄がヒナに給餌した例

と，その逆の例がそれぞれ１例ずつ観察された．

搬入された餌の多くは，頭部がなく，羽根もむしられており，種の同定が困難なものも

表３．ハヤブサの雌雄による給餌行動と滞巣行動．

Table３．PreydeliveryandneststayingoffemaleandmalePeregrineFalcons．

雌Ｆｅｍａｌｅ雄Ｍａｌｅ合計Total

513±697

6,154（12）

2０

巣へ搬入された餌の数（％）Ｎｏ．（％）ofpreydelivered

ヒヨドリBrown-earedBulbul ３

ドバトDomesticPigion O

不明Unknown ３

合計Total ６

滞巣時間（秒）Duration（sec､）ofneststaying

平均±標準偏差Mean±SＤ 1,348±3,013

合計Total（､） 9,439（７）

７（54）

２（15）

４（31）

１３（100）

４
２
１
７

821±1,870

15,593（19）
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図４．ハヤブサ親鳥の帰巣と餌搬入の時間帯．

Ｆｉｇ．４．DailyactivitypatternofparentalhomingandpreydeliveryofPeregrineFalcons．

多かった．春の渡りの季節でもあり，ヒヨドリが最も多く，世界中のハヤブサの普遍的な

餌であるドバト（Ratcliffl980：134,Ｐａｌｍｅｒｌ９８８：379）も含まれていた．搬入された

ドバト２個体にはみつからなかったが，巣内には伝書（レース）バト用と思われる赤と青

のリングがそれぞれ１個ずつ残っていた．また，巣付近の陸地は自然林であり，近隣の集

落までの距離は１ｋｍ以上であり，これらのドバトも伝書バトかもしれない．

要約

若狭湾沿岸においてハヤブサ営巣ペアの狩猟行動を，1990年５月12～13日に調査した．巣は高さ６５

ｍで南向きの岩壁上部（50ｍ）のオーバーハングのある岩棚にあり，巣内には３～４週齢のヒナが４

羽いた．８９例のとまり場所はすべて巣から300ｍ以内にあり，５７％は尾根上の枯れクロマツだった．

25例の狩猟行動はすべて午前中に観察され，捕痩成功した17例の餌の82％は沿岸を渡っていたヒヨド

リだった．単独狩猟とペアによる協同狩猟が観察され，捕狸方法には空中捕痩と海面捕獲があった．

捕獲は巣から300～2,100ｍの範囲で行なわれ，狩猟行動圏は5.6kｍ2だった．すべての餌はいったん

巣の近くの岩棚に貯蔵され，餌の69％は午後に巣へ搬入された．
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